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ご入学
おめでとうございます

小学校395人、中学校463人が
入学しました。（令和3年4月7日現在）

１人１台のパソコン授業がスタート！



 

【抱負】
　令和４年度に50周年の節目を迎えます。
地域の皆さんと新たな扉を開き、地域と
共にある学校づくりを進めます。その中
で生徒一人一人が生き生きと自分を表現
できる環境を整え、生命の瑞々しさを感
じとる教育活動を教師と共に展開します。

【抱負】
　市の研究指定で取り組んだ「生徒と教
師が共に輝く」学校づくりを一層進め、
保護者や地域の灯台となれる生徒を育て
ていきます。

【抱負】
　感染症が広がる状況でも、３密対策、
マスクの着用、換気など予防拡大防止対
策を徹底した安全な学校を目指し、コン
ピュータを活用した授業や学校行事を実
施し、ピンチをチャンスにしながら教育
活動を維持していきます。

【抱負】
　一中生徒の「ひたむきに取り組むよ
さ」を充実させ、「ふれあう」「生き
る」「学ぶ」喜びにあふれる学校づくり
を進めていきます。

【抱負】
　学校現場における不易と流行を的確に
見極め、全教職員一体となって柔軟且つ
迅速に教育活動を進め、全教育活動を通
して、本校の教育目標「よく考え、すす
んで実行する子」、本校の目指す学校像
「今日の学びに喜びを感じ、明日に期待
を抱く学校」の実現に努めてまいります。

【抱負】
　学校長の目指す学校像、「今日の学び
に喜びを感じ、明日に期待を抱く学校」
を受けて、不登校ゼロ、いじめゼロの学
校を目指します。

【抱負】
　～児童・保護者・地域の方々にとって
希望的存在となる学校の創造～子どもた
ちは常に安心できる場所を求めます。学
校・学級が子どもたちにとって、心が元
気になり、良き学びの場となるよう取り
組みます。

【抱負】
　校長先生の教育方針の元、教職員と一
緒に頑張ります！子どもたちが「明日も
学校に来たい」と思える学校を創ってい
きます。

【抱負】
　「共育」(共に育てる・育つ)の実現⇒
「どの子もみんな自分の子　共に育てよ
う小作の子」家庭・地域と連携しながら、
「当たり前のことが当たり前にできる子
ども」「故郷を愛し、豊かな心と逞しく
生きる力をもつ子ども」を育てます。

【抱負】
　今年度、教育研究指定校発表がありま
す。「持続可能な社会の創り手となる資
質・能力をもった児童育成」を全教職員
で目指します。

【抱負】
　「人も自分も大切に　やさしさいっぱ
い　富士見小」を合言葉に、自他の違い
を認め合いながら、共生社会の一員とし
ての資質を高めていく教育に重点を置い
て取り組んでまいります。「チーム
FUJIMI」一丸となって頑張ります。

【抱負】
　昨年は地域・保護者の皆様に支えられ、
周年行事や式典を無事に終えることがで
きました。感謝の気持ちを忘れず今年も
頑張ります。

【抱負】
　「変化を前向きに受け止め、目標に向
かって挑戦する教職員」「相手意識をもっ
て信頼関係を築く教職員」「連携・協働し
て、チームに貢献する教職員」を目指し、
「子どもたちの『夢の土台』が育つ質の高
い栄小の教育」を実現していきます。

【抱負】
　広大な海を「TEAM　SAKAE」で大
航海します。どうぞよろしくお願いしま
す。

【抱負】
　本校の教育目標「よいこがつくる美し
い学校」の実現を目指し、子どもたちを
いつも中心に据え、「チーム松林」とし
て教職員が一丸となり、保護者・地域と
連携しながら楽しく明るい学校を創って
いきます。

【抱負】
　地域と学校とが一体となって、子ども
たちが成長するための環境を構築できる
よう、今年度も全力で取り組んでまいり
ます。

【抱負】
　変化が激しく予測困難な社会、未知の
出来事が発生する社会に対応できる生徒
の育成を目指して、「主体性と創造性の
伸長」を重視し、誰にとっても「今日が
楽しく明日が待ち遠しい学校」を作って
いきます。

【抱負】
　生徒たちの学校生活が、居心地良いと
感じられるよう、一生懸命努力してまい
ります。よろしくお願いします。

【抱負】
　持続可能な社会づくりの担い手として、
これからの時代を生き抜く資質・能力の
育成に取り組みます。また、それを支え
る新しい学びを展開し、リーダーシップ
を身に付けた子どもの育成にも力を入れ
て取り組みます。

【抱負】
　子どもたちが楽しく安全に過ごせる学
校、そして子どもたちの将来に生きて働
く本物の力が身につく学校づくりに全力
で取り組みます。

羽村市立 小・中 学校
「つなごう 育てよう

一緒に」

【羽村第一中学校】　

【小作台小学校】

【羽村東小学校】

【羽村西小学校】

【富士見小学校】

【栄小学校】 【松林小学校】

【羽村第二中学校】　

【武蔵野小学校】【羽村第三中学校】

【二中校区】 【一中校区】

【三中　　　　校区】

学校 紹介

 

副校長
金子　敏治

校長
金子　真吾

副校長
阿南　健則

校長
新谷　太郎

副校長
池田　道

校長
小林　錠

副校長
町田　恵美

校長
渡邉　慎吾

副校長
峯浦　雅典

校長
小山　夏樹

副校長
松川　靖弘

校長
荒西　岳広

副校長
岡嶋　美保

校長
吉岡　琢真

副校長
岡元　大輔

校長
鳥居　夕子

副校長
原　泰介

校長
佐藤　敏数

副校長
杉森　祥吾

校長
海東　朝美
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援
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育
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友達とすぐ、けんかしちゃう…
上手に遊べるかしら…

こだわりが
強すぎるのよね～

勉強について
いけるかしら…

どんな学級があるのかな？
わが子にあった学級が
あるのかな？

着替えやトイレで、
時間がかかる。
支援が必要なんだよね～

授業中、
座っていられるか
心配だな…

【面談時間】 月曜日・木曜日　午前９時～午後４時（面談時間：１時間程度）
【場　　所】 羽村市役所３階　９番窓口　教育支援課特別支援教育係

お子さんの入学に関する心配事、「就学相談」で
お伺いします。
まずは、保護者の方が電話をしてください。

①保護者からの電話申込

②初回面談（保護者のみ来庁）

電話にて保護者から基本情報をお聞きした後、初回面談の日時を決めます。
【電話受付日時】月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時

お子さんの様子や保護者の考えについて就学相談員（臨床心理士等）と面談します。
相談の内容により、複数回相談できます。

●転学相談

●特別支援教室「はばたき教室」の相談

転学相談は、現在小学校・中学校に在籍する方で、特別支援学級や特別支援学校などへ、転学
を希望する方を対象とした相談です。随時受付をしておりますので、お気軽にご相談ください。

在籍校において、学校の先生と一緒に必要性等について相談しながら、手続きを進めます。
詳しくは、各学校の副校長に問い合わせてください。

令
和
４
年
度
　
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

教育支援課・就学相談担当（☎555-1111　内線 359）

就学相談スタート

※初回面談の受付は9月末までです。お早めにお電話を！！

令和３年度「就学相談」説明会を開催します。
【日　時】令和３年６月９日㈬午前10時～
【場　所】羽村市役所２階203・204会議室
【内　容】「就学相談」について　等
【対象者】就学相談の申込を検討している保護者、保育園・幼稚園等関係者　等

新型コロナウイルス感染拡大状況により、
開催を延期または中止する場合があります。
市公式サイトでご確認ください。

　

自
閉
症
ま
た
は
情
緒
障
害（
選
択
制
か
ん

黙
）等
に
よ
り
、
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困

難
を
有
す
る
た
め
に
、
通
常
の
学
級
に
お
け

る
指
導
だ
け
で
は
学
校
生
活
に
適
応
し
て
い

く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
生
徒
に
対
し
て
指
導

を
行
う
学
級
で
す
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原
則
と
し
て
、
中
学
校
の
通
常
の
学
級
に

準
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
科
の
学
習
を
行

う
他
、
個
々
の
生
徒
の
自
立
を
目
指
し
、
学

習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
の
力
を
養
う
自
立
活
動
の
指
導
を
行

い
ま
す
。

設
置
す
る
中
学
校

　
羽
村
第
三
中
学
校

対
象

　

知
的
発
達
の
遅
れ
が
な
く
、
以
下
の
①
又

は
②
に
該
当
す
る
生
徒

①�

自
閉
症
又
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
他

人
と
の
意
思
疎
通
及
び
対
人
関
係
の
形
成

が
困
難
で
あ
る
程
度
の
も
の

②�

主
と
し
て
心
理
的
な
要
因
に
よ
る
選
択
性

か
ん
黙
等
が
あ
る
も
の
で
、
社
会
生
活
へ

の
適
応
が
困
難
で
あ
る
程
度
の
も
の

そ
の
他

　

入
級
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
就
学
相
談

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
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３
月
13
日
㈯
、
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１
に

て
、
ア
フ
リ
カ
の
現
代
美
術
か
ら
ア
フ
リ

カ
の
社
会
・
文
化
を
紐
解
く
「
国
際
理
解

講
座
『
ア
フ
リ
カ
現
代
美
術
か
ら
迫
る
ア

フ
リ
カ
の
社
会
と
文
化
』」
を
開
催
し
ま
し

た
。
在
南
ア
フ
リ
カ
大
使
館
専
門
調
査
員

な
ど
の
経
歴
を
持
つ
横
浜
市
立
大
学
国
際

教
養
学
部
教
授
の
吉
田
栄
一
さ
ん
に
講
師

を
務
め
て
い
た
だ
き
、
ア
フ
リ
カ
の
現
代

美
術
の
紹
介
と
、
そ
の
作
品
が
描
か
れ
た

背
景
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
社
会
と
文
化
、

そ
し
て
、
そ
の
社
会
と
文
化
が
形
成
さ
れ

る
に
至
っ
た
歴
史
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
だ
触
れ
た
こ
と
の
な
い
ア
フ
リ
カ
の

現
代
美
術
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
ア

フ
リ
カ
と
欧
州
、
ま
た
、
イ
ン
ド
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
を
知
り
、

担
当
と
し
て
も
ア
フ
リ
カ
へ
の
興
味
が
深

ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、

本
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
と
は
？

　

図
書
館
で
は
、
蔵
書
点
検
に
伴
い
、

５
月
３１
日
㈪
か
ら
６
月
10
日
㈭
ま
で

休
館
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
５
月
１
日
号「
広
報
は
む
ら
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
本
は
多
く
の
方
が
利
用
し

ま
す
。
時
折
、
ペ
ー
ジ
が
破
れ
て
い
た

り
、
書
き
込
み
が
さ
れ
て
い
た
り
、
水

に
濡
れ
た
り
、
汚
れ
た
状
態
の
も
の
が

そ
の
ま
ま
返
却
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
状
態
が
悪
け

れ
ば
、
弁
償
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
図
書
館
の
資

料
は
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
一
人
で
読
む
時
は
、
借

り
る
前
と
後
で
破
損
箇
所
が
な
い
か
、

水
濡
れ
が
な
い
か
等
を
確
認
し
て
か
ら

ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
が
借
り
る
前
か
ら
ペ
ー

ジ
が
破
れ
て
い
た
・
水
に
濡
れ
て
い

た
・
書
き
込
み
が
あ
っ
た
等
の
不
具
合

を
見
つ
け
た
場
合
は
、
返
却
時
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

蔵
書
点
検
で
は
、
図
書
館
に
所
蔵
し

て
い
る
資
料
が
正
し
い
場
所
に
置
か
れ

て
い
る
か
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
資
料
が
な
い
か
な
ど
の
確
認
を

し
ま
す
。

◀�汚れのひどい本、水に濡れて
波打った本、ページが破れて
しまった本などを集めて、そ
の後修理等を行います

タバコの臭い
が染みついて
しまった本
は、風を当て
て臭いを飛ば
します

教
育
委
員
会
掲
示
板
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ア
フ
リ
カ
現
代
美
術
か
ら

ア
フ
リ
カ
の
社
会
、
文
化
を
知
る

お
子
さ
ん
の
入
学
で
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
令
和
３
年
度「
就
学
相
談
」の
ご
案
内
〜

　学
校
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
支
援
や
よ
り
適
し
た
就
学
先
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
の
発
達
の
状
態
や
特
性
か
ら
、

保
護
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】 

教
育
支
援
課
特
別
支
援
教
育
係（
内
線
359
）

友達とすぐ、けんかしちゃう…
上手に遊べるかしら…

こだわりが
強すぎるのよね～

勉強について
いけるかしら…

どんな学級があるのかな？
わが子にあった学級が
あるのかな？

着替えやトイレで、
時間がかかる。
支援が必要なんだよね～

授業中、
座っていられるか
心配だな…

【面談時間】 月曜日・木曜日　午前９時～午後４時（面談時間：１時間程度）
【場　　所】 羽村市役所３階　９番窓口　教育支援課特別支援教育係

お子さんの入学に関する心配事、「就学相談」で
お伺いします。
まずは、保護者の方が電話をしてください。

①保護者からの電話申込

②初回面談（保護者のみ来庁）

電話にて保護者から基本情報をお聞きした後、初回面談の日時を決めます。
【電話受付日時】月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時

お子さんの様子や保護者の考えについて就学相談員（臨床心理士等）と面談します。
相談の内容により、複数回相談できます。

●転学相談

●特別支援教室「はばたき教室」の相談

転学相談は、現在小学校・中学校に在籍する方で、特別支援学級や特別支援学校などへ、転学
を希望する方を対象とした相談です。随時受付をしておりますので、お気軽にご相談ください。

在籍校において、学校の先生と一緒に必要性等について相談しながら、手続きを進めます。
詳しくは、各学校の副校長に問い合わせてください。

令
和
４
年
度
　
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

教育支援課・就学相談担当（☎555-1111　内線 359）

就学相談スタート

※初回面談の受付は9月末までです。お早めにお電話を！！

令和３年度「就学相談」説明会を開催します。
【日　時】令和３年６月９日㈬午前10時～
【場　所】羽村市役所２階203・204会議室
【内　容】「就学相談」について　等
【対象者】就学相談の申込を検討している保護者、保育園・幼稚園等関係者　等

新型コロナウイルス感染拡大状況により、
開催を延期または中止する場合があります。
市公式サイトでご確認ください。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

　
　
　
　
　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

図
書
館
の
本
は
大
切
に
扱
い
ま
し

ょ
う
！

手に持っている機械
で本のバーコードを
読み取り、資料をカ
ウントします

▶�

雑誌の付録
に文字が書
き込まれて
います

▶�

▶�

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
３１
箇
所
に
掲
示
板
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
掲
示
板
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
等
の
事
業
周
知
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
左
記
事
項
を
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
チ
ラ
シ

を
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

使�

用
で
き
る
範
囲
／
⑴
社
会
教
育
関
係
団
体
が
社

会
教
育
活
動
に
使
用
す
る
と
き
、
⑵
公
共
団
体

が
使
用
す
る
と
き
、
⑶
そ
の
他
公
益
活
動
と
認

め
ら
れ
る
と
き

使�

用
申
請
の
手
順
／
①
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
に「
羽
村
市

教
育
委
員
会
掲
示
板
使
用
申
請
書
」と「
実
際
に

掲
示
す
る
も
の
」を
提
出
す
る
→
②
窓
口
で
承
認

を
受
け
た
後
、
掲
示
す
る
も
の
に
承
認
印
を
押

す
→
③
承
認
印
を
押
し
た
掲
示
物
を
掲
示
す
る

※�「
羽
村
市
教
育
委
員
会
掲
示
板
使
用
申
請
書
」の

様
式
お
よ
び
掲
示
板
の
位
置
図
は
、
市
公
式
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
他
、
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

注
意
事
項
／

◦�

掲
示
す
る
際
は
必
ず
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
画
鋲
（
ダ
ル

マ
タ
イ
プ
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

掲
示
期
間
は
３０
日
以
内
で
す
。
掲
示
期
限
に
な

り
ま
し
た
ら
速
や
か
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。
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▲小作台小学校でのオンライン交流の様子

▲明治時代の羽村堰

▲羽村第一中学校での授業の様子

　
羽
村
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
2
年
度
に
、
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
一
人
に
１
台
の
学
習
用
端
末
と
、
市
内
小
・
中
学
校

に
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
元
で
、
1
人
1

台
端
末
を
、
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
京
都
立
八
丈
高
等
学
校
の「
八
丈
や

ろ
ご
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
研
究
成
果

の
発
表
の
一
環
と
し
て
、
小
作
台
小
学

校
4
年
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
羽
村
を
起
点
と
し
て
四
谷
ま
で
続
く
玉
川
上
水
。
開
削

に
尽
力
し
た
玉
川
兄
弟
は
、
褒
美
に
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、

上
水
の
管
理
を
任
さ
れ
た
こ
と
は
多
く
の
方
が
ご
存
知
か

と
思
い
ま
す
。
上
水
の
管
理
は
玉
川
兄
弟
二
人
だ
け
で
行

っ
た
訳
で
は
な
く
、
何
人
か
の
使
用
人
を
雇
い
、
羽
村
の

他
い
く
つ
か
の
村
に
そ
の
人
た
ち
を
配
置
し
て
、
管
理
に

当
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
水
番
人
と
呼
ば
れ

る
人
々
が
中
心
的
に
管
理
業
務
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
権
限
が
玉
川
家
か
ら
幕
府
の
役
人
に
移
っ
て
か
ら
も
、
直
接
的
な
業
務
は
水
番

人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
業
務
は
、
堰
や
水
門
の
見
廻
り
、
破
損
や
補
修
が
必
要

な
箇
所
が
な
い
か
の
確
認
、
上
水
へ
流
す
水
量
の
調
節
、
補
修
材
料
の
確
保
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
一
番
重
要
な
業
務
は
大
水
の
際
の
対
応
で
す
。
雨
が
降
る
と
多
摩
川
を
よ

く
観
察
し
、
必
要
に
応
じ
て
人
足
を
雇
い
、
水
門
が
壊
れ
な
い
よ
う
手
当
を
し
た
り
、

投な

ぎ
渡
木
を
払
っ
た
り
し
ま
す
。
出
水
急
破
の
場
合
に
は
近
隣
の
村
々
へ
触
れ
て
回
り
、

人
を
集
め
て
大
規
模
な
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
水
管
理
の
実
務
の
ほ
か
に
も
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
役
人
へ
の
対
応
、
補
修
材

料
を
仕
入
れ
る
た
め
の
取
引
、
人
足
を
集
め
る
近
隣
の
村
々
と
の
交
流
な
ど
も
必
要
で
、

時
に
は
役
人
か
ら
剣
術
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
後
年
に
は
、
政
治
家
や
文
化
人
な
ど
著
名
な
人
物
が
羽
村
堰
を
訪
れ
た
際
の
接
待
に

水
番
人
が
当
た
っ
て
い
た
、
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
訪
れ
た
人
の
中
に
は
、
明
治
時

代
の
政
治
家
で
あ
る
大
隈
重
信
や
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
、
品
川
弥
二
郎
の
ほ
か
、
森
鷗

外
の
師
・
依よ

田だ

百ひ
ゃ
く

川せ
ん

な
ど
も
い
た
よ
う
で
、
水
番
人
の
屋
敷
に
は
そ
れ
ら
の
方
々
の
お

礼
状
や
絵
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
水
番
人
が
仕
事
の
中
で
培
っ
た
実
務
・
財
務
能
力
や
教
養
、
幅
広
い
視
野
、
交
遊
関

係
な
ど
が
、
後
の
養
蚕
業
へ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
や
青
梅
鉄
道
の
開
設
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。
玉
川
上
水
は
江
戸
・
東
京
へ
水
を
届
け
る
だ
け
で
な
く
、
羽
村
へ
も
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
博
物
館
か
ら

玉
川
上
水
と
水
番
人

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎︎
５
５
８-

２
５
６
１

１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
使
用
が
始
ま
り
ま
し
た

遠
隔
地
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
授
業

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
指
導
係（
内
線
376
）

　
羽
村
第
一
中
学
校
で
は
、
英
語
の
授
業

に
お
い
て
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
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教教  

育育  

随随  

想想

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
て
の
人
達
に
接
種
が
い
き
わ
た
る

に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
少

し
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
今
回
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
抑
え
込
ん
で
も
、
近
い
将
来
新
た
な
感
染
症
の
発
現
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
を
広
げ
な
い
生
活
習
慣
を
継
続
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の
勤
め
て
い
る
大
学
で
は
、
新
年
度

に
入
っ
て
も
遠
隔
授
業
が
続
い
て
い
ま
す
。
病
院
で
の
実
習
や
研

修
も
、
感
染
予
防
対
策
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
だ
け

で
な
く
教
員
か
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
疲
れ
の
声
が
上
が
っ
て

お
り
、
対
面
授
業
の
再
開
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
か
ら
児
童
・
生
徒
一
人
に1

台
の
端
末
を
活
用
し

た
学
び
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先
生
方
は
こ
の
端
末
を
操
作
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
授
業
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
授
業
の
資
料
作
成
の
簡
便
化
や

情
報
管
理
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
先
生
方
へ
は
、
端
末
の「
今
ま
で

行
っ
て
い
る
仕
事
の
一
部
を
代
替
す
る
」
機
能
を
十
分
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
は
、
知
的
機
能
を
一
部
代
替
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
端
末
を
使
い
こ
な
す
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
端
末
を

使
う
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
新
た
な
知
識
を
得
る
喜
び
や
楽
し

さ
を
学
校
で
共
有
し
て
ほ
し
い
で
す
。
小
さ
な
端
末
は
時
空
を
超

え
世
界
に
繋
が
る
扉
で
あ
り
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
道
具
と

し
て
使
え
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り
、
現
在
小
中
学
校
で
学
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
の
多
く
は
、
社
会
に
出
た
時
に
今
存
在
し
て
い
な
い
仕
事

に
就
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、

よ
り
良
い
社
会
の
創
造
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

羽
村
　
章

教
育
委
員
会
委
員

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
社
会
教
育
関
係
団

体
を
対
象
に
、
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
類
の
配
布
場
所

〇�

生
涯
学
習
総
務
課（
市
役
所

西
庁
舎
3
階
）

〇�

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ

ぎ
〇�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課（
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

団
体
の
日
常
的
な
活
動（
定

期
練
習
、
各
種
大
会
や
発
表
会

へ
の
参
加
な
ど
）、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど

◆
申
請
書
の
提
出
期
限

　
�

6
月
1
日
㈫
午
後
5
時（
厳

守
）

◆
申
請
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

〇�

学
習
・
文
化
団
体
に
つ
い
て

　

�

生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習

推
進
係（
内
線
３６３
）

〇�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
団
体
に
つ
い
て

　

�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ

推
進
係

　
☎
５
５
５-

０
０
３
３

　

羽
村
市
の
教
育
、
芸
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

■
表
彰
日

　
令
和
３
年
３
月
12
日

■
会　
場

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

�

被
表
彰
者
の
功
績
に
つ
い
て
は
市

公
式
サ
イ
ト
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
彰
式
典
は
、
感
染
症
対
策
を
講

じ
て
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

〈
小
学
生
〉

島
田 

弥
愛　
　
三
浦 

大
地　
　
増
田 
美
心　
　
北
村 

葉
琉

〈
中
学
生
〉

竹
内　

 

諒　
　
井
出 

久
美　
　
三
浦 

遼
太

羽
村
第
一
中
学
校
生
徒
会　
　
羽
村
第
二
中
学
校
剣
道
部

〈
高
校
生
〉

三
浦 

陸
人　
　
大
谷
恵
理
架　
　
成
川 

結
衣　
　
中
島 
弓
佳

植
村　

 

瞭　
　
植
村　
翼　
　
峯
永 

岳
志

〈
教
育
功
労
者
〉

渡
辺 

良
治

令
和
２
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
ほ
う
賞
被
ほ
う
賞
者
（
敬
称
略
）

北
嶋 

勇
佑

令
和
２
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
・

羽
村
市
教
育
委
員
会
ほ
う
賞

▲表彰式当日の写真
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111

特
定
非
営
利
活
動
法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
１
６
９
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

　
体
育
協
会
は
、
昭
和
３８
年
10
月
に
体
育
関
係

団
体
６
団
体
で
設
立
し
、
平
成
16
年
２
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
20
団
体
、
３
，
７
２
０
人
の
会
員

を
有
し
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

体
育
協
会
年
間
事
業
予
定

５
月
15
日
㈯　

�

令
和
３
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
育

協
会
通
常
総
会

10
月
10
日
㈰　

�

第
74
回
羽
村
市
市
民
体
育
祭

（
羽
村
市
委
託
事
業
）

１
月
30
日
㈰　

�

第
35
回
羽
村
市
ふ
れ
あ
い
綱
引

き
大
会
（
羽
村
市
委
託
事
業
）

２
月　
　
　
　

�

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

（
教
育
委
員
会
と
共
催
）

３
月
13
日
㈰　

�

第
40
回
羽
村
市
駅
伝
大
会
（
羽

村
市
委
託
事
業
）

羽
村
市
か
ら
の
委
託
事
業

・�

富
士
見
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
受
付
事
務
等
委

託
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
託

・�

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
業

務
委
託

・
堰
下
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
管
理
委
託

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
協
会
加
盟
31
団
体
、２
４
０
名
を
超
え
る
出
品
者
に
よ
る

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

時
間　

�

午
前
１０
時
～
午
後
４
時（
但
し
、各
会
期
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

日
時　
第
１
期　
書
と
篆
刻
の
部　
会
期　
５
月
11
日
㈫
〜
５
月
16
日
㈰

　
　
　
第
２
期　
絵
画
の
部（
油
彩・パ
ス
テ
ル
画
他
）

　
　
　
会
期　
５
月
18
日
㈫
～
５
月
23
日
㈰

　
　
　
第
３
期　
絵
画
の
部（
水
墨
画・日
本
画・水
彩
画
他
）

　
　
　
会
期　
５
月
25
日
㈫
～
５
月
30
日
㈰

　
　
　
第
４
期　
写
真
の
部　
会
期　
６
月
８
日
㈫
～
６
月
13
日
㈰

　
　
　
第
５
期　
陶
芸
の
部　
会
期　
６
月
15
日
㈫
～
６
月
20
日
㈰

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

主
催　
羽
村
市
文
化
協
会　
　
　
後
援　
羽
村
市
教
育
委
員
会　

■
第
15
回　
羽
村
市
美
術
・
工
芸
展

※�

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
中
止
、延
期
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。定
員
を
制
限

し
て
お
り
入
場
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。入
館
票
、検
温
、手
指
の
消
毒
な
ど
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

配
布
期
間　
５
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
８
時

配
布
方
法　
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
又
は
メ
ー
ル
受
け
取
り

※�
メ
ー
ル
希
望
の
場
合
は
件
名
に「
文
化
祭
参
加
者
説
明
資
料
希
望
」と
記
載
し
、

s706000@
city.ham

ura.tokyo.jp

ま
で

■
第
52
回
羽
村
市
文
化
祭
参
加
者
向
け
資
料
の
配
布（
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん
。）

日
時　
５
月
２２
日
㈯　
午
後
２
時
～

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

■
２
０
２
１
年
度
羽
村
市
文
化
協
会
総
会

○
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
「
森
の
音
楽
家
」

　
ピ
ア
ノ：成
瀬
和
子　
バ
イ
オ
リ
ン：桑
真
理
子　
チ
ェ
ロ：村
木
裕
介

　
日
時　
５
月
２２
日
㈯　
午
後
１
時
～
１
時
40
分（
総
会
前
）

　
会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

　
主
催　
羽
村
市
文
化
協
会

　
共
催　
羽
村
市
教
育
委
員
会・羽
村
市
音
楽
連
盟

■
第
84
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト【
入
場
無
料
】定
員
100
名  

先
着
順
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